


立正学園女子短大研究紀要 第4集(1960)

身体の枢軸部で,こ れをさらに頭部,頸 部,胸 部,腹 部

尾部 との5部 に分けられ,体 肢は体幹か ら出た2対 の枝

のような もので,上 肢 と下肢 とからなつている。

胸郭は胸部の支柱 ともい うべ きもので,骨 によつて形

成 された部分である。すなわち12個 の胸椎,12対 の肋骨

1個 の胸骨から組み立てられている。

肋骨の前方の部すなわち胸郭の腹側は胸骨に肋軟骨 と

称する軟骨によつて,普 通上位7対 が関節 し,そ れより

下位のものは各々肋軟骨をもつて,順 次に上の肋軟骨に

連結している。およそ最下の2対 はその長さが短か く胸

椎のみに関節して,い わゆる遊離する状態であり,前 端

は自由に動きやすく,む しろ胸郭よりも腹壁の一部を構

成 している観がある。なお第1肋 骨は年令とともに軟骨

は骨化して,骨 をもつて胸骨の上部膨隆部のいわゆる胸

骨柄と称するところに鎖骨とともに固定 されるようにな

る。 このため胸郭上部は拡がる余裕は少ないが,下 部は

十分広げられる余裕がある。

肋骨の後方すなわち背側は肋軟骨は欠如 して直接に骨

質をもつて,胸 椎骨に直結 している,し アこがつて不正な

半楕円状の肋骨が相対して,胸 椎と胸骨 とに連接するこ

とによつて,一 つの大なる楕円に近い形を呈する空洞を

形成するのである。

頸部に接する部を胸郭上口といい,第1胸 椎と第1肋

骨および胸骨柄上縁 とで形成 していて,や はり楕円形を

している。下方の腹部に接する部は,第12胸 椎 と第12肋

骨ならびに胸骨に関節 している最下の肋骨によつて,胸

郭下口を形成 している。

胸郭下口すなわち腹部に接する面において,肋 骨は胸

骨の劔状突起 とい う胸骨の最下にある突起を頂点として

左右下方に向つて特有の彎曲を示しているが,こ れを骨

弓といい人によつて鈍角または鋭角をなしている。この

角を骨弓角と称している。

胸郭の内部の空洞 を胸腔といい,胸 腔内面は胸膜と称

する薄い膜で被はれている。この腔の申央近 くには心臓

とその左右にある肺で満され,こ の左右の胸膜腔の間に

は縦隔 と称する部分があ り,前 方は胸骨,後 方は胸椎体

によつて境される。これを肺根に接する縁によつて前後

の2部 にわける。その前部には心膜に包 まれた心臓,心

臓に出入する大 きな血管,胸 腺,横 隔膜神経などがあり

後部には気管,食 道,迷 走神経,胸 大動脈 とそのまわり

の神経叢,大 小の内臓神経,奇 静脈および半奇静脈,胸

管などがある。

胸郭下部は横隔膜をもつて腹腔と境 しているが,胸 郭

上口は頸部の脈管,神 経などが,こ こを通つて胸腔の申

にはいつているg

各肋骨の間のすき間を肋間隙 といい,こ れは肋間筋 と

称する小さい筋群によつてふさがれている。 この肋間筋

は胸郭の本来の固有胸筋群で,胸 部の代表的のもので,

これ ら筋肉は主として肋骨を上下に動かす作用を有 し,

呼 吸筋中 もつとも重要な位置をしめている。

呼吸運動と胸郭の発育について。

吾々が一般に安静時における呼吸運動は,胸 郭の発育

に対して,自 然発育をのぞいてはあま り関係はないが,

深 呼吸をおこな う場合は呼吸にたずさわる諸筋はもちろ

ん,胸 部にある諸筋および背筋の発達 を促す ものであり,

まナここの胸郭を拡大せしめる運動は,胸 郭自体をも発育

せ しめるのであり,こ とに成長期にあるもの に とつ て

は,こ の種の鍛練は胸郭の発育に重大なる影響をおよぼ

す ものであるが,そ れら胸郭を拡大せしめる運動によつ

ては肺臓のみではな く,心 臓に対してもよい影響を与え

るのである。すなわち胸郭の拡大は,肺 臓の機能増強 と

ともに,心 臓の作用の強盛 ともなるので,体 育学上誠に

ゆるがせにできぬ ものである。なお心臓の発育は身体諸

筋の発育 と相まつておこなわれることは特に留意すべ き

ことである。

また上述の肋骨は肋軟骨をもつて,胸 骨に関節する部

と,そ の下部は肋軟骨をもつて相互に連接 し,最 下は遊

離し,胸 郭下口は横隔膜をもつて腹腔 と境する大空洞を

形成することなどは呼吸運動を自由にお こない うること

によつて,胸 郭の発育に対し重大なる意義をもつている。

胸郭の形状および年齢

胸郭の形態で異常な両極端は,無 力型胸郭と肺気腫型

胸郭 とである。

無力型胸郭

これは前後径が狭 く扁平細長の胸郭をいい,薄 弱な体

格を示 し,麻 痺型胸郭 と同一のものである。

肋骨の走行は傾熱が急峻で骨弓角は鋭角をなし,肋 間

は非常に広い,胸 骨は下垂し・て垂直位をしている。 この

型の所有者は肺結核に罹患しやすいので,肺 癆型胸郭 と

もいわれているが・臨床上必ずしもこの説と一致するも

のではないが,し かし全身薄弱者として結核体質 として

とりあつかわれている。

肺気腫型胸郭

上記の無力型胸郭とは正反対に・樽型胸郭ともいい・

これは胸郭が前後,左 右,上 下に も拡大されている,よう

な胸型で胸骨は高 く肋骨の傾斜は少な く,骨 弓角は鈍角

をなしている。この胸郭の軽度の ものは一般に健康人の

ものに近似 しているが,老 化現象 として肋軟骨が骨化す
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ると・胸郭の拡張度が減少する,し たがつて胸式の呼吸

量が減つて,つ いには吸気位の場合の胸郭拡張の状態 と

同様になつてしま うので,そ れが肺気腫 とい う疾病の胸

型ににているので,肺 気腫型胸郭 とい うのである。

すなわち肺気腫型胸郭者の胸郭は常に吸気位にあつて,

胸郭全艦に拡大し・特に前後径 が 増加してLudovic角

は突出し,肋 間も広くなりTま た胸骨部の肋骨は上昇 し

て水平位をとるために樽状をなすのである。

以上の代表的の対照胸郭以外に,吾 々が しば しば見る

ものに漏斗胸 と称するものがあつて,前 胸壁が正中線に

おいて,舟 底形に陥没するものがあり,そ の反対に胸骨

とこれに接する肋骨部が,胸 骨とともに前方に突出して

竜骨状をして,な お正中線で肋骨が胸骨に接する膨隆部

以外の左右の肋骨は,第4か ら第8肋 骨にわたる凹陥部

があり,肋 骨下縁は外方に開いているなどの奇形を呈す

る鳩胸と称するもの もある。

以上の如 き極端の胸郭の形態的変化のあ るもの 以 外

に,軽 度の変形を示すものが多々見 られるのである。

神中氏によれば後天的に種々の要因によつて影響され

るが,先 天的遺伝的要因 も胸郭の形状に大なる意義を有

し,胸 郭形態の個人差は著るしいものがあるといつてい

る。

乳児の胸郭は,肺 気腫型胸郭の肋骨の走行するさまが

水平である状態によくにて,ほ とんどが水平であるナこめ

に呼吸はもつぱ ら横隔膜の運動によるのであるが年令と、

ともに肋骨の走行は次第に斟となつて,前 端が下降して

くる,し たがつて肋骨が挙上される運動によつて,い わ

ゆる胸式呼吸型を示すのである。5才 ないし6才 の頃に

は成人のような胸腹式呼吸を営なむので,胸 郭の形態的

変化は年令とともにその差異 を生 じて くる。

もし乳幼児時代に正常の呼吸運動が障害されるかある

いはほかの原因によつて,胸 郭の発育が阻止されると,

胸 式運動は少な くな り,し たがつて呼吸作用に悪い影響

を与え,や がては肋骨の斟傾 も増大して胸郭の前後径の

発育に支障をきた して扁平な胸郭を形成する よ うに な

る。すなわち扁平胸といわれるのはこの型である。

Spitzy氏 は呼吸運動と背筋の発達には緊密な関係を

有 し,背 部伸筋が不全の ものは円背とな り,胸 式呼吸の

増強 も阻害 されることを指摘 している。

比胸囲による胸型の区別

わが国の成人の平均胸囲は,身 長の半分よりも3～5

CT11大である。

胸囲を身長で除しだ数に100を 乗 じた,い わゆる比胸

囲は50よ りも大であつて,50～55cmの ものを正常の

胸型 といい,50cm以 下の ものを狭胸型,56cm以 上の

ものを広胸型と区別している。

胸囲の測定法について

胸囲を測定するにあナこつては,1の 方法として,被

検者を起立の姿勢で,両 上肢を自然にたらさせ,巻 尺を

もつて,背 面は両肩甲骨の直下部,前 面億左右乳頭の直

上部において安静呼気の終つた時,ま たは呼吸の微動を

感 じた時に測定する0し かし・女子で乳房の著しく膨隆 し

ているものは,そ の少し上方において測定するか,あ る

いは乳房の上部および下部における測定値の平均 を,大

体乳頭部における胸囲とみなす。

以上のごとく現在行われている胸囲測定法は,も ちろ

ん胸郭とい う基礎のもとにおいて測定されているのであ

るが・一面胸郭を無視しているよ うに思える。すなわち

胸囲の含む範囲内にば,皮 下脂肪,筋 肉,乳 腺などがあ

つて,栄 養学的まナこ体育学的においては胸囲測定の意義

な あろうが,そ れらは胸部の発育の根本が2等 閑視され

ているのではなか らうか,こ 乏に女子の乳房め膨隆の甚

だしい ものにおいては,胸 囲をもつて胸郭の発育を意味

、するものではない。青春期の女子の皮下脂肪の発育と乳

房の発育とが,同 時に現われることが多 く,か かる場合

は胸郭の発育率は,胸 囲に対 しかな りの低値を示す事実

を証明L得 たのである。この点から現行測定法は,胸 郭

の発育についての意味 もあろ うが,む しろ軟部における

発育に重点をおけるがごときものであろ う。

ここにおいて現在行われている測定法に対する批判 と

して

1・ 被検者を必ず立位にすること。

2.測 定時安静呼気の終つた時,ま アこは微呼吸時を選

定すること。

3.女 子 における乳房の発育可良まアこは異常発育する

ものの測定法。

4.皮 下脂肪の沈着可良なるもの。

5・ 巻尺が胸部を一周し水平にたもたれるように巻尺

を安定 させること。

以上に対し筆者の行つた胸郭測定法によれば

1.被 検 者は坐位でも行えること。

2・ 測定時安静呼気を手および計測器により端的に知

ること。

3.乳 房 の発育を度外視 しえられること。

4.皮 下脂肪 も計測器使用法によつて除外で きること。

5・ 巻尺を水平位にとる煩雑さのないことQ

で ある。
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胸郭測定法

胸郭の形状を楕円に近いもの と考え乳頭の高さで,し

か し乳房の下垂せるものは,肩 甲骨下角に平 行 す る部

で,胸 骨 と脊椎骨との径を前後径('iiに 胸深といつて

いる)と し,同 じ高さにおいて中腋窩線上における径を

左右径(一 般に胸幅といつている)と しナこ。 しかして楕

円の公式により

E-2解{・一駢

亀/a2_わ21
=<1

a2‐b212
=

a2

Eは 楕 円周,aは 左右径,bは 前後径

その円囲の長さを算串して胸郵囲とした。

本法において も,真 の胸郭の周囲の長さに一致すると

はいえない。すなわち皮膚皮下組織などは除外されてい

ない。まナこ胸郭その もの も真の楕円とはいえないが,そ

れらは測定上犬きい誤差を生ずるものではないし,ま た

数学的立場における厳密さの必要 もないと考 えて問題と

しなかつたb

この測定にあたつてはマルチン氏骨盤計を使用しナこ。

調査成績

昭和%伍 より30年 迄 の6力 年間における,品 川区立

延山小学校生徒の うち,各 学年男女50名 宛 を6力 年に亙

り延総数3,600名 について調査 した。

胸囲 と胸郭囲との比較は男子においては,第1学 伍よ

り第6学 年にいナこる増加率は,ほ とんど平行の上昇を示

している。

女子においては第4学 年以後は,胸 囲に追 り,い ちぢ

るしい上昇を示 している。これは第4学 年頃より,軟 部

組織の発達を意味するものであり,実地諞査の際肯定さ

れる現象である。(第1,2表,第1,2図)

昭和24年 よ り26年 において,荏 原区立第4中 学校生

徒男子294名,女 子327名,計621名 についての成績に

よれば,男子は胸囲の発達が胸郭囲に対し,い ちぢるしく

優位を示 している。これは軟部の発育ことに,皮 下脂肪

る筋肉の発育のいちぢるしさを意味しているのであろう。

女子においては第1学 年より急上昇を示している。

この男女の比は,男 子の胸囲はその長さが女子より低

調を示ぜる1と反し,胸 郭囲は女子 より高調を示せるのは,

骨部組織の発達が,女 子より優位を示せるもので,な お

胸囲 と胸郭囲 とあ差は,男 子 より女子の方が大であるこ

とは,胸 郭すなわち骨系続の発育が,軟 部組織の発育に

追いつかぬことを意味するものであろう。

まアこ女子学生の胸囲と胸郭囲との差がますます大 きく

なる傾向を示 している。(第3表,第3図)

昭和29年 よ り34年にいアこる6力 年間における,立 正学

園の女芋学生すなわち申学生高校生各学年にわナこり100

苑延総数3,600名 について調査 した成績によれば,胸 囲

は中学第2学 年および3学 年において急激の上昇を示 し

ている。1胸郭囲もやや上昇してはいるが,胸 囲に対 し低

第1表 延 山 小 学 校(男 子)

鞭1蜘 身 劇 体 剄 脚 囲 坐 高 睡 径×前飆 胸郭副 胸騨 郭囲

昭和25年

26

27

28

29

so

1年

、2

3

4

5

6

109.4cm

115.4

120・4

125.4

130.4

137.0

18.6kg

21.6

23.2

25.8

27.6

31.5

56.7cm

57.8

60.0

62.3

63.5

66.2

62.8cm

64.5

s7・0

69.4

72.0

74.2

18.1x13cm

1'8.8x13.5

20.Ox14.3

20:2x14.5

20.9x14.9

21.5×15.5

50.3cm

51.8

54.5

56.1

58.1

59.4

g.4cm

6.0

4.5

6.2

5.3

6.8

第2表 延 山 小 学 校(女 子)

年 劇 学年隔 長 体 重 陋 副 坐 司 左右経×前鑼 御 郭囲 胸囲一胸郭囲

昭和25年

26

27

28

29

30

1年

2

3

4

5・

6

111.Ocm

112.9

118.2

124:5

129.-8

135.9

17.4kg

20.2

22.0

24'.6

27.1

30.4

53.9cm

55.5

57.1

59.6

61."7

65.1

61.6cm

63.8

65.9

..

70.6

72.3

18.Ox12.3cm'

18.3x12.5

18.5×13.2

13.6x13.5

20.3×13.8

21.2x14.5

i48
.4'cm

49.6

51.4

53.3

55.6

F8.2

5.5cm

5.9

5.'7

6.3

6・S

6:9
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第1図 延山小学校 男子

第3表 荏 原 第4申 学 校 男子

年 度

昭 和24年

25

26

学倒

1年

2

3

身 長

136・?cm

143.4

148.2

体 剥 胸 副 坐 高

31.6kg;64.4、m

35.8169.7

38.2172.5

74.5'cm

77.3

79.6

左右径×前飆 胸 郭 囲

20.7×14.7cni

21.4×14.2

22.3x15..7

胸囲一胸郭囲

57.Ocml7.4cm

58.5111.2

61.1111.4

同 女子

昭 和24年

25

26

1年

2

3

138,6cm

143.9

147.8

33.1kg

37.2

41.8

66.7cm

70.4

74.2

76.2cm

78.5

81.6

20.5×14.2cm

21.4x14.5

22.OX15.3

56.Ocm

57.9

59.9

10.7cm

12.5

14.3

i60

150

140

130

120

目O

ioo

90

80

了0

60

50

40

i23年125年

第3図 荏原第4中 学校男・女生

調である。高校第1年 生においては,胸 囲と胸郭囲とは

大差はないが,第2学 年においては胸郭囲の発育は停止

せるごとき観があるのに対 し,第3学 年は再び上昇 して,

胸郭囲を引きはな している。

結辞

以上を総括 してみると,小 学生においては男女 とも胸

囲と胸郭囲との発育は,ほ とんど平行の状態であるのに

反 し,女 子申学生は胸郭囲が低調を示 し,高 校生におい

ては上級生が一層低調を示 している。すなわち小学生は

第4図 立 正 学園 女 子中・高 校 生
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第4表 立正学園女子申,高 校生

鯛 学年 陽 司 体 重 陋C:A坐 高 睡 径×前細 胸鯛 陶 一胸郭囲

29年

30

31

32

33

34

9卩中 学1年

2

3

高校1年

2

3

143.7cm

147.7

150.7

152.4

153.1

154.0

35.9kg

39.9

44.8

46.2

47.7

,・

68.7+cm

72.6

76.0

77.1

78.O

so.a

?9.9cm

82.6

83.0

84.2

84.8

&5.7

22x16cm

23x16

24×17

25x17

25x17

25×18

61cm

63

66

68

68

69

7.7cm

9.6

10.0

9.1

10.0

11.2

骨系統 と軟部組織との発達が同調 しているのに反し,女

子中学生,高 校生ともに軟部組織の発育が骨系統の発育

すなわち胸郭の発育を凌駕してい くのである。特に上級

になるに従つてその傾向が著 しい。(第4表,第4図)

す なわちこのことは,胸 郭の発育の緩除であることを

意味 し,itに は高校時代において発育の停止期の近い

ことを想像せしめるのであらう。

高校生以上の学生については,目 下立正学園女子短大

生について調査中であるので,胸 囲と胸郭囲とのもつ意

義 も明白となるであろ うと考 えているので,そ の発表の

機会を得ることと信ずる。

まアここの調査によつて広胸と扁平胸 とが数理的に表わ

されるのではないかと考えナこ。すなわち胸郭測定法にお

いて,広 胸は左右径から前後径を引いた数が4.3。 左右

径を前後径で除しアこ数が1・24。扁平胸は左右径と前後径

との差が8.1。 左右径を前後径で除した数が1.64を 示

し,こ のそれぞれ両数のほぼ中間の数を示すものは,異

常胸型をのぞいて正常の胸型として観察された。

終 りにのぞみこの調査にあナこつては,各 学校の諸先生

方が御尽力 くださ'つたことを,深 く感謝するもめである。

なお,協 力を惜しまなかつた茨木伸子,高 野麗子,鎮

西久江,戸 沢節子,八 幡紘子,横 山真寿美の諸姉・こと

に研究生渡辺千鶴子さんに,い ろいろ御面倒を願ったこ

とに謝意を表す。
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